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市
街
化
区
域
農
地
へ
の
「
農
地
に
準
じ
た
課
税
」
に
関
す
る
再
質
問
主
意
書

市
街
化
区
域
農
地
へ
の
「
農
地
に
準
じ
た
課
税
」
に
関
し
、
去
る
六
月
四
日
に
提
出
し
た
質
問
主
意
書
（
質
問
第
二
百
七
十

五
号
）
の
一
で
、
「
農
地
に
準
じ
た
課
税
」
に
お
け
る
増
税
開
始
年
度
は
、
地
方
税
法
附
則
第
十
九
条
が
改
正
さ
れ
、
農
地
課

税
に
「
負
担
調
整
率
」
が
登
場
し
た
昭
和
五
十
一
年
度
で
あ
る
こ
と
の
確
認
を
求
め
た
。
答
弁
書
は
、
市
街
化
区
域
農
地
に
関

し
、
昭
和
三
十
八
年
度
の
農
地
と
し
て
の
固
定
資
産
税
額
よ
り
、
当
該
年
度
の
宅
地
比
準
価
格
に
よ
る
固
定
資
産
税
額
の
方
が

低
額
の
場
合
が
あ
る
の
で
、
昭
和
四
十
七
年
度
か
ら
昭
和
五
十
年
度
の
期
間
に
お
い
て
も
「
宅
地
並
み
評
価
」
を
基
礎
に
課
税

さ
れ
た
場
合
が
あ
っ
た
と
指
摘
し
た
。
理
論
的
に
は
そ
う
だ
が
、
そ
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
は
非
常
に
希
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
昭
和

四
十
六
年
七
月
九
日
の
朝
日
新
聞
に
よ
る
と
、
昭
和
四
十
七
年
度
か
ら
の
課
税
を
目
ざ
し
て
昭
和
四
十
六
年
七
月
八
日
の
中
央

固
定
資
産
評
価
審
議
会
で
市
街
化
区
域
農
地
の
価
額
評
価
基
準
が
定
め
ら
れ
た
の
を
受
け
、
当
時
の
自
治
省
固
定
資
産
税
課

が
、
市
街
化
区
域
農
地
の
平
均
評
価
額
が
約
五
十
倍
に
な
る
と
い
う
試
算
を
公
表
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

そ
の
後
も
宅
地
の
値
上
が
り
は
継
続
し
た
の
で
、
平
成
二
十
二
年
度
の
総
務
省
統
計
で
現
状
を
確
認
す
る
。
「
農
地
に
準
じ

た
課
税
」
対
象
農
地
は
、
農
地
と
し
て
評
価
さ
れ
課
税
さ
れ
て
い
る
一
般
農
地
に
比
較
し
、
平
均
で
、
田
は
評
価
額
が
約
百
八

十
四
倍
、
税
額
が
約
四
十
五
倍
で
、
畑
は
評
価
額
が
約
六
百
三
十
倍
、
税
額
が
約
百
七
倍
で
あ
る
。
評
価
額
よ
り
税
額
の
倍
率

一



が
低
い
の
は
、
市
街
化
区
域
農
地
に
三
分
の
一
の
課
税
標
準
特
例
が
あ
る
こ
と
に
加
え
、
地
方
税
法
附
則
第
十
九
条
に
よ
る
負

担
調
整
で
増
税
途
上
の
農
地
が
多
い
た
め
で
あ
る
。
質
問
第
二
百
七
十
五
号
で
述
べ
た
よ
う
に
、
「
農
地
に
準
じ
た
課
税
」
対

象
農
地
の
う
ち
、
い
わ
ゆ
る
本
則
課
税
に
達
し
て
い
る
の
は
田
の
四
十
四
パ
ー
セ
ン
ト
、
畑
の
二
十
パ
ー
セ
ン
ト
で
、
残
り
で

は
ま
だ
増
税
が
継
続
し
て
い
る
。
固
定
資
産
税
を
昭
和
三
十
八
年
度
の
農
地
税
額
以
下
に
維
持
し
て
い
た
地
方
税
法
附
則
第
十

九
条
を
改
正
し
、
昭
和
五
十
一
年
度
か
ら
年
最
高
二
割
（
現
在
は
年
最
高
一
割
）
の
段
階
的
な
負
担
調
整
に
よ
る
増
税
に
道
を

開
い
た
結
果
が
、
長
年
に
わ
た
っ
て
積
も
り
積
も
っ
て
、
一
般
市
街
化
区
域
農
地
に
こ
の
よ
う
な
大
増
税
を
も
た
ら
し
た
の
で

あ
る
。

こ
の
改
正
を
行
っ
た
「
地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」
（
昭
和
五
十
一
年
法
律
第
七
号
）
は
内
閣
提
出
法
案
で
、

第
七
十
七
国
会
で
審
議
さ
れ
、
修
正
さ
れ
る
こ
と
な
く
可
決
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
法
案
を
提
出
し
た
政
府
は
、
一
般
農

地
と
市
街
化
区
域
農
地
を
分
け
て
説
明
し
、
段
階
的
な
負
担
調
整
は
一
般
農
地
の
問
題
だ
と
し
て
、
市
街
化
区
域
農
地
に
影
響

す
る
こ
と
に
触
れ
て
い
な
い
。
そ
し
て
、
一
般
市
街
化
区
域
農
地
へ
の
課
税
拡
大
は
今
後
の
課
題
と
説
明
し
て
い
る
。
こ
れ
が

最
も
明
確
な
の
が
、
昭
和
五
十
一
年
三
月
二
十
九
日
の
衆
議
院
地
方
行
政
委
員
会
で
の
審
議
で
あ
る
。
小
濱
新
次
議
員
の
「
こ

の
宅
地
並
み
課
税
に
対
す
る
今
後
の
方
針
に
つ
い
て
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
」
と
い
う
質
問
に
、
森
岡
敞
自
治
省
税
務
局
長

二



は
、
三
大
都
市
圏
に
お
け
る
宅
地
供
給
の
必
要
性
等
か
ら
Ａ
、
Ｂ
農
地
に
宅
地
並
み
課
税
が
実
施
さ
れ
た
が
、
「
そ
の
地
域
地

域
に
よ
り
ま
し
て
、
宅
地
化
の
状
況
、
市
街
化
の
状
況
と
い
う
も
の
は
一
様
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
か
な
り
格
差
が
ご
ざ
い
ま

す
」
と
述
べ
た
上
で
、
「
改
正
案
で
御
審
議
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
よ
う
に
、
三
大
都
市
圏
の
Ｃ
農
地
と
、
そ
れ
か
ら
三
大
都

市
圏
外
の
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
農
地
に
つ
き
ま
し
て
は
、
昭
和
五
十
四
年
度
に
お
き
ま
し
て
、
各
般
の
事
情
を
総
合
的
に
勘
案
し
て
再

検
討
す
る
（
中
略
）
結
論
を
五
十
四
年
度
に
お
い
て
求
め
て
い
き
た
い
」
と
答
弁
し
て
い
る
（
地
方
行
政
委
員
会
議
録
第
四
号

二
十
三
頁
）
。
こ
れ
ら
の
議
論
を
受
け
、
自
由
民
主
党
の
渡
辺
紘
三
議
員
は
、
法
案
に
賛
成
し
て
「
一
般
農
地
に
つ
い
て
も
段

階
的
な
調
整
措
置
を
講
じ
な
が
ら
課
税
の
適
正
化
を
図
る
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
三
大
都
市
圏
の
Ｃ
農
地
及
び
そ
の
他

の
市
街
化
区
域
農
地
に
対
す
る
課
税
に
つ
い
て
も
引
き
続
き
検
討
す
る
こ
と
と
す
る
（
中
略
）
。
こ
れ
ら
の
措
置
は
い
ず
れ
も

当
を
得
た
も
の
と
考
え
ま
す
」
と
討
論
を
行
っ
た
（
同
二
十
九
頁
）
。

一
般
市
街
化
区
域
農
地
に
長
期
で
大
幅
な
増
税
を
招
く
こ
と
が
認
識
さ
れ
な
い
ま
ま
、
こ
の
「
地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
案
」
が
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
「
附
則
第
十
九
条
改
正
に
よ
っ
て
一
般
市
街
化
区
域

農
地
で
宅
地
並
み
を
目
ざ
す
増
税
が
始
ま
る
」
こ
と
を
伏
せ
、
「
引
き
続
き
検
討
を
加
え
る
」
と
説
明
し
た
の
は
な
ぜ
な
の

か
、
法
案
を
提
出
し
た
内
閣
の
見
解
を
伺
い
た
い
。

三



右
質
問
す
る
。

四


